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一原 著 一

外来化学療法を受ける患者にとっての
悪性 リンパ腫とともに生きる体験

許 田志 津 子1、 葉 山有香2、 大石 ふ み子2

要 旨

自宅 での生活 を維持 しなが ら外 来化 学療 法 を受 ける悪性 リンパ腫患者 の体験 を当事者 の視点 か ら

記述す ることに よ り、悪性 リンパ腫 とともに生 きる体験 を明 らかにす るこ とを目的 と した。 悪性

リンパ腫 とともに生きる体験 を どの よ うに捉 えてい るか 自由に語 っても らい、本人 の語 りを現象

学的 アプ ローチを参考 に質 的記述 的 に分 析 しだ。悪性 リンパ腫患者 は、『悪性 リンパ腫罹 患 に伴 う

苦悩 におびや か され 打ちのめ され まい と懸命 な努力 をす る中で、周 囲に支 え られ なが ら気づ きを

得 る体験 を積み重 ねてい くよ うにな る。 この体験を礎 に して 、立 ち上が る努力 を始 め、人生 の コ

ン トロール を取 り戻 してい く。 がん をかか えて生き るこ とへ の不安 は消 えず、他 の人 と苦悩 を分

か ち合 えない孤独 を感 じるが、人生の コン トロール を取 り戻 したこ とに力を得 て、「私」の深ま り

と生 の充実や 、感謝 、平穏 を獲得す る』 とい う体験 を して いた。

キー ワー ド:生 き る意 味、語 り、悪性 リンパ腫 、外来化 学療 法

1.は じめ に しか し、悪性 リンパ腫 患者 を対象 に した研

が ん化学療法 において は、新規抗 がん剤 の 究では、造血幹細胞移植 を行 う患者 を対象 に

開発 、副作用 に対す る支持療法 の進歩 、特定 した研 究 は多 い12)・13)・14)・15)が、 自宅で の生活

機 能病院 を中心 とした診断群分類別包括 支払 を維 持 しなが ら化学療法を受 ける患者 を対象

い 制(DPC;DiagnosisProcedure に した研 究は少ない。悪性 リンパ腫 では プロ

Combination)導 入 、外来化 学療法 の加算導 トコール によっては外来で の治療が可能16)で

入 、 診 療報 酬 改訂 に よる在 院 日数 短 縮 化 、 あ り、 自宅での生活 を維 持 しなが ら化学療法

QO1の 向上 な どの要因で、治療 の揚 が入 院か を受 けるため には、患者本 人が様 々 な問題 に

ら外 来通院へ と移行 し、外 来で化学療法 を受 対処 し、生活上の努 力や 工夫 を継続 していか

ける患者数 は増加 して きてい る1)。 な くてはな らないが、 自宅での生活 を維持 し

外 来化 学療法で は、常に医療者 が側 にい る なが ら化 学療法 を受 けてい る患者 に とって の

わけではないため、副作用 を緩 和 できる よ う 悪性 リンパ腫 とともに生 き る意 味 を探求す る

患者本 人がセル フケア能力 を獲得 してい く重 研 究や 、体験 を当事者 の視 点か ら記述す る研

要性 が指摘 されてい る2),3)・4)。 究はない。この よ うな変化

の中で、入 院 よ りも外来で化学療法 を受 ける

ほ うがQOL(Qualityofl.ife)が 高かった と II.研 究 目的

の報 告5)も あ るが、一方 で 、再 発や 副作用へ 自宅 で の生 活 を維持 しなが ら外 来化 学 療

の不安 を抱 いて生活 してい ることも示 され て 法 を受 ける悪性 リンパ腫 患者 の体験 を当事者

い る6)・7)。これ らの ことか ら、患者 は、自宅で の視 点か ら記述す ること。

の生活 を維持 しなが ら化学療 法 を受 けるため

に、様 々な問題 に対処 し、生活 上 の努力や 工 III.研 究方 法 と対象

夫 を してい ると推 察 され る。 この よ うな状況 1.研 究対象

にお いてがん患者 が 自らを立て直 し、闘病 を 研 究対象者 は、以下の条件 に全 て 当て はま

続 ける ことにつ いての研究8)・9)・10)・11)も り、研究参加 の同意 が得 られ た20歳 以上 の者多 い。

大阪大学医学部附属病院1、大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻2 
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と した 。(1)悪 性 リンパ 腫 と告 知 され て い

る,(2)現在 外来化 学療 法 を受 けてい るか外来

化 学療法 を終了 して1年 以 内で あ る,(3)他 者

の介助 を受 けるこ とな く日常生活 を送 ってい

る,(4)自 己の体 験 を語 るこ とに同意 してい る。

2.デ ータ収 集期間

2009年6月 か ら2009年9月

3.デ ータ収 集方法

1)対	 象者 の募集 と選定

悪性 リンパ 腫 の全 国規模 のA患 者 会の役員

に研究 の趣 旨を説 明 し、理 事会 の承認 をも ら

い、会員 に研 究参加者 の募集 を行 う許可 を得

た。その後患者 会が主催す る茶話会 に出席 し、

会員 に研 究 目的 と対象 の条件 を記 載 した研究

趣意書 を配布 して参加者 の募集 を行 った。 こ

の茶話 会は患者 の情報交換や先輩 患者か らの

ア ドバイ ス提 供 を 目的 に3カ 月 に一度 開催 さ

れ てお り、参加者 は患者や 家族 、友人で 、匿

名 での参加 も認 め られ てお り、通 常50名 前後

が参加 しボ ランテ ィアに よって運 営 され てい

る。研 究参加 の意思 を表 明 した人 には、研究

者 が直接 会い、プ ライバ シーが確保 され る個

室で、個別 に説 明書 と口頭 で研究 目的 と意義、

具体 的な方法 につい て説 明 し、文書で 同意 を

得 た。

2)デ ータ収 集方法

面接 は 対象 者 の希 望す る場所 で プ ライバ

シーが確保 され る個室 を用 意 して行い 、面接

日は、化学療法 当 日を避 け、対象者 の体調や

都合 に合 わせ て 日時 を設 定 した。1人 の対象

者 に、2回 を 目安 に面接 を行 い、1回30分 ～1

時間以内 を 目安 としたが、対象者 の希望 があ

れば時間 を延長 してでき るだ け 自由に語 って

も らうよ うに した。

初 回面 接 で は年 齢 や今 ま での 治療 につ い

てな ど対象者 の属性 に関す る項 目につ いて も

質問 した。初 回面接 は信 頼 関係 を築 くことや

「化学療法 を継続 しなが らがん とともに生 き

るこ とにつ いて どの よ うに考 えた り体 験 した

りしてい るか」 を中心に語 って もら うことを

目的 と し、2回 目は初 回面接 の 内容 を対 象者

に確認 して もらいなが ら、 さらに詳 しく体験

を語 って も らった り1回 目の面接 後思 い 出 し

たこ とを語 って も らった りす る 目的で行 った。

化学療法 を終了 してい る対象者 は、外来化学

療法 を受 けていた時 を回想 して語 って も らっ

た。面接 内容は、承諾 を得 て録音 し、面接終

了後 はで きるだ け早 く逐語的 に書 き起 こす と

ともに、面接時 に観察 され た雰 囲気 、対象者

の表情や しぐさを記録 した。

4.分 析 方法

年 齢や 今 ま で の治療 の経過 な ど対 象者 の

属性 につ いて は、対象者 の体験 を理解す る基

礎 情 報 と した 。 語 られ た 内 容 に つ い て は

Giorgi17)、 広瀬18)19)20)、片岡16)、篠塚21)に よ

って示 された現象学 的アプ ロー チを参考 に作

成 した以 下の手順 で分析 した。

個別分析;(1)逐 語 録 を何度 も読み返 し、体

験全体の意味 を捉 えた。(2)対象者 に とって重

要 また は印象深い 出来事や体験 、そ こか ら生

まれた大切 な考 えや 思いにつ いて語 られ てい

る場面 を抜 き出 し、それ を具体 的に理解 で き

るよ うに、対象者 の主観 的な立場 か ら表現 し

た。(3)(2)で表現 された 内容 を、客観 的な言葉

や概念 に置 き換 えなが ら、それ ぞれ の中心的

な意 味を導いた。

全体分析;(4)(3)を も とに、類似 した場面 、

類似 した意 味内容 を統合 し、体験 の本質 を見

いだ した。(5)(4)において導かれ た全 対象者 の

体験 の本質 で内容 が類似 している ものを集 め、

それ ぞれ のま とま りごとに共通 す る意味内容

を表す名称 をつ け、悪性 リンパ腫 患者 の体験

の本質 とした。(6)(5)の 中で、さ らに意味の類

似す る ものを集 めて、その内容 を表現す るよ

うに表題 をつ け悪性 リンパ腫 患者の体験の意

味 とした。(7)体験全体 と(6)で集 約 した悪性 リ

ンパ腫 患者 の体 験の意味の本質的 な関係 を洞

察 しなが ら、現象 全体の構造 を図式化 し、 そ

れ を もとに悪性 リンパ腫患者 の体験 をス トー

リー として丁寧 に記述 した。

5.真 実性 の確保

対象 の 主観 的 体 験 を反 映 させ語 りを引 き

出すた め、事前 に面接 の練習 を行 ってか ら臨

んだ。1回 目面接終 了後 に語 られ た内容 を基

に対象者 の体 験 の予備 的分析 を行 い、2回 目

面接時 に図示 して対象者 に提示 し、内容 の確

認 を行 った。 また 、研 究の全過程 を通 して、

質的研究 の経験 が豊 かでがん看護 実践の経 験

が豊富 なスーパーバ イザー か ら定期 的に指導

を受 けた。

6.倫	 理的配慮

対象者 には、研 究の 目的や方法、研究参加 
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あるい は辞 退 ・参加 中止 の 自由、研 究 を断 っ とともに生 きる体験

て も不利益 は被 らない こと、いつで も研究 に 個 別 分析 結果 で あ る各対 象者 の体験 の本

つ いて質問がで きること、面接内容 を録音す 質 を2段 階で統合 した結果 、 自宅で の生 活 を

ること、プ ライバシーは保 護 され るこ とが記 維持 しなが ら化学療 法 を受 けてい る患者 に と

載 され た研 究説 明書お よび承諾書 をも とに説 っての悪性 リンパ腫 とともに生 きる体験 とし

明 し、書面で同意 を得 た。面接前 、中、後 に て、9の 悪性 リンパ腫 患者 の体 験 の意 味が得

体調 を確認 し、面接 が対象者の負担 とな らな られた。 悪性 リンパ腫 患者 の体験の本 質お よ

い よ う留意 した。面接 中いつで も中断 の申 し び悪性 リンパ腫患者 の体験の意 味の一覧は表

出がで きること、答 えた くない質問 は強要 し 2に 示す。

ない ことを面接 前及 び面接 中に対象者 に伝 え 集 約 した悪性 リンパ腫 患 者 の体 験 の意 味

た。そ して、過 去の体験 を想起す るこ とに伴 同士の本 質的な関係 を洞 察 しなが ら、悪性 リ

う否定 的感 情の誘発 に注意 し、対象者の表 情 ンパ腫 とともに生 き る体験全体の構造 を図式

や態度 を観 察 しなが ら面接 を行い、精神 的苦 化 した ところ、図1の とお りとなった。 それ

痛 が生 じない よ う面接 内容 に配慮 した。なお 、 は、『悪性 リンパ腫患者 は、がん罹患に伴 う苦

本研究 は研 究者 が所属 す る施設の倫理委員会 悩 におびや か され て、 自己を守ろ うと必 死の

の承認 を得 た。 努 力をす る。 その よ うな状況において も倒れ

ないで何 とかあがき続 けてい る中で、家族 に

IV.結 果	 支 えられ る体験や 、人生の 中で起 こるさま ざ

1.対 象 の概要	 まな出来事か らさま ざまな気づ きを得 る体験

対象 の条件 に当て はま る3名 が研 究参加 に を積 み重ねてい く。悪性 リンパ腫 患者 は この

同意 し、デー タが得 られ た。対象者 の 内訳 は、 体験 を礎 に して、失 った コン トロール を取 り

男性1名 、女性2名 、平均年齢 は55.3歳(51歳 戻すべ く具体的な取 り組 みを重 ね、人生 の コ
～62歳)で あった。面接回数 は各対象者 につ ン トロール を取 り戻 してい く。 がんに罹 患 し

き2回 で、1回 の平均 面接 時 間は120.55分 間 た ことは消えないため、がんをかかえて生き

(78.58～144.2分 間)で あった。対象者 の概 る ことへの不安 は消 えず 、他 の人 とは違 って

要 は表1に 示 す。 しまって苦悩 を分 かち合 えない孤独 を感 じる

2.自	 宅 での生活 を維 持 しなが ら化 学療法 を が、人 生の コン トロール を取 り戻 した ことに

受 けてい る患者 に とっての悪性 リンパ腫 カ を得 て、「私」の深 ま りと生の充実や、感謝 、

表1対	 象者の概要
対霾 

A B C


年齢 性別 60歳代 女性 50歳代 女性 50歳代 男性

診断名 濾胞性リンパ腫 濾胞性リンパ腫 ぴまん性大細胞性B細 胞性リンパ腫

約2年7カ月前に発症し外来で化学療 約16年6ヶ月前に発症し入院で化学 約2年6ヶ月前に徐々に強くなる腰痛と
法1回 目を受けたが腫瘍サイズ不変。1 療法1回 目を受け完全寛解となるが、 臀部から下肢にかけてのしびれが出現
年 間 経 過観 察(WatchfulWaiting) ほぼ1年おきに再発・再燃を繰り返し、 して発症。確定診断がつくまで6ヶ月か

後、2回目の外来化学療法を受け、腫 入院して化学療法を受ける。3回目の かる。その間に歩行不能となり、膀胱直

治療経過 瘍サイズ縮小したが残存している。 再発から外来での化学療法を開始。そ腸障害が出現など症状が進行したため
の後も寛解と再発を繰り返し、現在5 入院で化学療法を受け症状が緩和さ
回目再発で外来化学療法中である。 れてから退院。退院後は外来で化学

療法を受け治療終了となる。

外来化学療法終了し10ヶ月目 5回 目再発にて外来化学療法(RF療 完全寛解維持
経 過 観 察(WatchfulWaiting)中 法)中 外来化学療法終了し4ヶ月目

残存腫瘍増大あれば3回目化学療法 現在特に症状なし 腰痛(オピオイド内服でコントロール)と

面接時の状 予定で評価のCT検 査を1ヵ月後に控 1回目面接と2回目面接の間に腰部に臀部から下肢のしびれ(左 く右)、下

態・治療 えていた 帯状疱疹出現、RF療法3回 目が1週 肢筋力低下(左 く右)が残存しており

現在特に症状なし 間延期され、2回目面接は2週間延期 杖で歩行 自立し2ヶ月目
ADL自 立 ADL自 立 ADL自 立

1回目面接1週 間前から仕事復帰

2回 2回 2回
面接

(1回 目78.58分 間/2回 目132.36分 間) (1回 目132.13分 間/2回 目101.13分 間) (1回 目134.00分 間/2回 目144.20分 間)

面接場所 Aの 自宅 Bの通院先近くにある公民館の個室 Cの自宅近くにある公民館の個室 
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平穏 を獲得す る。』 と記述 できた。 を保 と うとす る体験であ る。《残 された 日常 に

1)体 験の内容 すが り耐 え忍ぶ》《あが き続 ける》の2の 悪性

以 下 に悪性 リンパ腫 患 者 の体 験 の意 味 に リンパ腫患者 の体 験の本 質か ら構 成 され た。

ついて説 明 し、それ ぞれ の悪性 リンパ腫患者 「外 泊 乙.た碍 〆こな、員7い吻 乙,で洗濯 乙で拐除

の体験の意味 を代表す るイ ンタ ビューデー タ しで艙 ご飯炸 っ で、あ ど名3β 分 冶齷 ・冶

を示 す。 蹠室 〆ごス みソク しで、病院 〆ご戻 る。病院 に帰

【悪 性 リンパ腫 罹患 に伴 う苦悩 】:悪 性 リン った ら演遜 む。」(対 象B)

パ腫 と診 断、告知 され て、がんに罹 患 した絶 【立 ち上 が る努力 をす る】:【立ち上 がる礎 】

望感 、未 知の病 気や差 し迫 る死へ の恐怖感 、 を支 えに、身体 、社会 、家庭、医療 な どさま

そのつ らさ怖 さを誰 とも分 かち合 えない孤独 ざまな方面 か ら自らの人 生を立て直そ うと具

感 に 自己をおびや か され る体験 であ る。《不幸 体 的な取 り組 みをす る体験 であ る。《立ち上が

を嘆 く》《死 におび え る》《医療へ の不満 を抱 る努 力 をす る》 の1の 悪性 リンパ 腫患者 の体

く》《怖 さつ らさを誰 にも支 えても らえない孤 験 の本質 か ら構成 され た。

独》《つ らい入 院生活》 の5の 悪性 リンパ腫 患 「症事 始 め でナ ぐ醗 でナっ で言カノ乙で、 で

者 の体験 の本質か ら構成 された。 ら私仕辮 めるの榮 だか ら、 一㌍醪 一病院 を

「私、がん やカん っで泣 い でお薙 〆ごで ら言 変 わ った。遍院 治療 をそ こ で考え で るらっ で、

えた らよか ったグ ど、 つい御手 のこ、とを考え せ辮 ケなが ら遍院 治療 を始 めた。」(対 象B)

でしま クか ら、 一弓々 ,,,.一言盆な 〃、、誰 〆どち。」 【立 ち上 が る礎 】:治 療 を継続す る過程 で家

(対象A) 族や 同病者 、友人 、医療者 らと交流 し、独 り～ 【自己を守 ろ うと必死 の努力 をす る】:【悪性 ではない 自分や生 か され てい る自分に気 づい

リンパ腫罹 患に伴 う苦悩 】に 自己をおびや か た り家族 に支 え られ た りして、悪性 リンパ腫

され なが ら、打ちの め され まい と何 とか 自己 に罹患 し打 ちのめ され ていた状 態か ら自らの

D 竃礪"栃`,

憲姓蓼ン'樋賦鑑激し准雌 消えない

鰻 'CIと は違っ 不安 は

轟控リンパ騰匿磁に欄 貫く てしまった自分 消瀚 い

贈

不満を麹く 獄 ζおびえる
つらも、入院

不鞦 生活

儒さつらさを麹ζも支
獲縛もた平穏

えてもら油 も嘔狡
がんと穏や 生 も死 も

かに彡嫡等し 受 抄λ雪し
おuやかされる たい ら銭る

自己を搬 うと盲鐸釣な努海をする 人生のコントロールを

立ちよがる努力をする 敢り震す 獲鱒悶 謝

立ち劫 略 人生のコント魎 鱒
努脅をする 臣 ルを週賜

謝
pia,

.,一,一

支えられる
獲得したr和 の漂劇}と生Φ充実

立ち上D 懺 こ生き 人蘭的な戍
た翫時覇む 鰤

勦戴こ支 生かさ楓ている

鯉 蛎鵬 酬撒獻 匚] えら焔 自釧こ気訳 秘 丶う.::

てくれる人や場を樽 

・蹴 鵬 勸㈱ 頼 ○
:-Aい 自分に気づく

D

鴎1自 宅での生活を維持しながら化学療法を受けている患者にとっての'Jン メ種とともに生きる体験の髄 
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力 で立 ち上 がる力 を得 る体験 である。《家族 に

支 え られ る》《独 りではない 自分 に気づ く》《生

か され て い る 自分 に気づ く》 の3の 悪性 リン

パ腫患者 の体験 の本質 か ら構成 され た。

「潔夊しが完!ご。身 κ ク〆ご逝 っ でぐノτた よ ラな

癖oだ った。iiuj.一 ぜっか ぐ.延びた紛 だ か

ら、や るだγプ家 の こどをキソデグや っ でと想

つ`o」(対 象C)

【人 生の コン トロール を取 り戻す 】:【立ち上

が る礎 】を支 えに 【立 ち上が る努力 】を した

結果 、治療 を乗 り切 る 自信 を持 ち生 きる気力

を回復す る体験で ある。《人生の コン トロール

を取 り戻す》 の1の 悪性 リンパ腫 患者 の体験

の本 質か ら構成 された。

「病院 な病酷 で ちや、を、と疔 ぐL 、遊 び1こ6疔

ぐL、 意孝会 どか らナ る し、慈 子の所 の手彦

〃も ナるL、 脅ん な こまが≦会部毋蕪 るよ ク〆ご

β分 で謹 乙.でるか ら、 だか ら身分 で齪 で

きるのか な。」(対 象B)

【獲 得 した 「私」 の深 ま りと生 の充実 】:悪

性 リンパ腫 になって成長 した 自己を振 り返 り

自分 の人生 の中で悪性 リンパ腫 になった こと

を肯定 的に受 け入れ る体験 である。《人 間的な

成長 を感 じる》《私 とい う人 間を認 めて くれ る

人や場 を得 て充足感 を得 る》《社会 に生 きた証

を刻 む》 の3の 悪性 リンパ腫 患者 の体 験 の本

質か ら構成 された。

「弱 いノtのため κ、丿ζβ分 ま同 じよ ラな病ス

の厨 つた こどとか カ、ぞん な立 揚のノ隻の段 〆ご

立 つよ ラな 仕笋 を 乙た いな と想 ラん でナ。」

(対象C)

【獲 得 した感謝 】:が ん と穏や か に共存 して

生 きてい ることや命 の あ りがた さに気 づ く体

験 であ る。《あ りがたい》《大切 な今 を生 き る》

の2の 悪性 リンパ腫 患者 の体験 の本質 か ら構

成 され た。

「こん な1こ葉 ぐカ 、二生きでるっ でナご 〃、ん だ

な っ て。-4幣 一翩 が ナこいあるよ。」(対

象A)

【獲得 した平穏 】:が ん と共存す る姿勢 を 自

ら獲得 し精神的安寧 を得 る体験 である。《生 も

死 も受 け入れ られ る》《がん と穏や かに共存 し

た い》 の2の 悪性 リンパ腫 患者 の体験 の本 質

か ら構成 された。

「讎 うん じやな ぐで、私 の揚否な膠、謬 まっ で

カ っでいラ廨 じカ。 」ンノ竰 しさん 、讃5ξっ で

大 阪大 学 看 護学 雑 誌Vo1.17No.1(2011)

ね っでい ラ廨0の 、祈 クでナかね。」(対 象A)

【悪 性 リンパ 腫 に 罹 患 した こ とは 消 え な

い 】:悪 性 リンパ腫 とともに生 きる 自分 の苦

悩や努 力 を分か ち合 えず社会 との隔た りを感

じる体験で ある。《不安は消えない》《他 の人

とは違 って しま った 自分》《意地 を貫 く》 の3

の悪性 リンパ 腫患者 の体験 の本質か ら構 成 さ

れた。

「がんイ コーノ〃死 つ でみん な、蟹つでる。 一ψ

ii一 私 をみ で費 えな ぐな るんoや な いか っで

・蟹〃、〆ごなる。」(対 象B) 
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表2悪 性 リンパ腫患者 の体験内容

各 対象 著 の体 験 の本 質 給:・'写記 ∵胞 ∴ ▽ 悪性リンパ腫患者の体験の本賣 ぞ み悪性リンパ腫患者の体験の意味

不 幸 を嘆 く(A-1)(B-1) 不幸を嘆く

差 し迫る死 におびえる(B-2)(C-1) 死におびえる

医 療への不 満 を抱く(A-2)
医療への不満を抱く

医 療 について不 満 を抱 くが仕 方 ないと諦 める(C-2) がん罹患に伴う苦悩

怖 さつらさを誰 にも支 えてもらえない孤独(A-4)
怖さつらさを誰にも支えてもらえない孤独

家 族 に支 えてもらえず孤独 で ある(B-3)

入 院 生活 はしんどいものであった(A-5) つらい入院生活

残 された日常 にすがり耐え忍 ぶ(A-3)(B-4) 残された日常にすがり耐え忍ぶ
自己を守ろうと必死の努力をする

打 ちのめされつつもあがき続 ける(C-3) あがき続ける

立 ち上がる努 力 をする(A-8)(B-6)(C-8) 立ち上がる努力をする 立ち上がる努力をする

母 親の存 在に支 えられる(A-6) 家族に支えられる

独 りではない自分 に気づく(A-7) 独りではない自分に気づく 立ち上がる礎

生 かされている自分 に気 づく(B-5)(C-5) 生かされている自分 に気づく

治 療 を乗 り切 る自信 をもつ(A-9)

人 生のコントロールを取 り戻 す(B-8) 人生 のコントロールを取り戻す 人 生のコントロールを取 り戻 す

手 ごたえを得る(C-4)

病 気 は人 生を豊 かにしてくれ た(A-11)
人間的な成長を感じる

自 己の成 長を感 じる(C-7)

私 という人 間 を認めてくれ る人や場 を得 て充 足感 を得 私という人間を認めてくれる人や場を得て充 獲 得 した「私 」の深 まりと生の充 実

る(B-7) 足感を得る

社 会 に生 きた証 を刻む(C-9) 社会に生きた証を刻む

ありがたい(A-10)(B-10) ありがたい
獲得した感謝

大 切 な今 を生 きる(A-13)(B-9) 大切な今を生きる

生も死も受 け入 れ られ る(A-12)

自 らの存 在 を生 命 や時 間 の流れ の中に位 置づける 
生も死も受け入れられる

獲得した平穏
(C-6)

がんと穏 やかに共 存 したい(A-14) がんと穏やかに共存したい

不安 は消 えない(A-15)
不安は消えない

再 発 への不安 を感 じる(C-10)

分かち合 えない孤 独(A-16)(B-11) がんに罹 患 したことは消えない

他 の人とは違 ってしまった自分

がんになって変 わってしまった 自分 を感 じる(C-11)

意 地 を貫く(B-12) 意地を貫く

が低い。悪性 リンパ腫 に限 らず病 む とい う体

V.考 察 験 は孤独 を感 じるものであ るが、その 中で も

1.悪 性 リンパ腫 罹患 に伴 う苦悩 悪性 リンパ腫患者 は、 自分 も周 囲の人 も知 ら

悪性 リンパ腫 と診 断 され告知 され た当初 、 ない、分 か らない病気 になって しまった とい

さま ざまな苦悩 を抱 えるが、苦悩の 中心は 《 う孤独 を抱 えやす い と考 え られ る。 また、悪

怖 さつ らさを誰 にも支 えて もらえない孤独 》 性 リンパ腫 の理解 にあたって、ほかの悪性腫

で あった。 悪性 リンパ腫 は近年 増加傾 向の悪 瘍 に比 して亜型 の数 が多 く煩雑 で あるこ とと

性腫瘍であ るが、罹患率 が人 口10万 人 あた り 度重 なる分類 の変遷 が、大 きな障壁 となって

11.5人22)で 、胃がん の53.4人22)や 大腸 がん の い ると指摘 され てい る23)。現在広 く使用 され

48.4人22)に 比べ る と稀 な悪 性腫瘍で あ り、加 てい るWHO分 類 で は30種 類 以上 細分 化 さ

えて同 じ造 血器 腫瘍 の 白血病 と比べて認 知度 れ てお り、悪性 リンパ腫 の治療や予後 はその
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組織型 に依存す るため、患者に とって病気や

治療 とその見通 しに対す る理解 が難 しい。悪

性 リンパ腫 患者 は、 自分 の病気 を十分理解 で

きないままに治療 を開始 してい る可能性 が考

え られ る。 この ことは、 《死 におび える 》、

《不幸 を嘆 く》、 《医療への不満 を抱 く》、

《つ らい入 院生活 》とい った苦悩 を助長す る

ものである。

2.立	 ち上 が る礎 を得 て 自ら立ち上が る努 力

をす るにいたるプ ロセス

悪性 リンパ腫 患者 は、 がん罹患 に伴 う苦悩

におびや か され て、家事 な どの 日常 を必死 で

保 と うとした り自分で行動 して あが き続 けた

りと、何 とか打ちの めされ ない よ うに必死 の

努力 を していた。 告知 に関連 した患者 の困難

とその対 処に関す る研 究24)において、告 知時

の 「がんの進行 ・転移 へ の不安」 「社会 ・経

済的基盤崩壊 への不安」 「がんで ある 自分 を

受 け とめ ること」な どの困難へ の対処 と して、

がんへ の立ち向かい、身近 な人への支援 の求

め るな どのほか、不安か ら遠 ざか る、普段 の

状態 と変 わ りな く過 ご し平静 を装 うな ど、が

ん とい う脅威 に対 して直面化せずに、遠 ざか

ってこれ までの安定 を保 ち脅威 を最小化 しよ

うとす る もの もみ られた と報告 されてい る。

本研究結果 もこの結 果 に一致す るもので ある

と考 える。

この よ うな必死の努力 を続 けるなか で、悪

性 リンパ腫 患者 は、病気 に とらわれ孤独 であ

った世界 か ら自分 の存在が認め られ る病気以

外 の世界 に視界 が広 が る体験 を していた。対

象者Aは 、同病者 との交流で病気 で苦 しんで

いるのは 自分 だ けではない と感 じた り、友人

か らの共感や ね ぎ らい に喜び を感 じた りして、

独 りで はない 自分 に気づ いた。対 象者B、C

は親 を亡 くした ことをきっかけに生か され て

いる 自分 に気 づいた。苦 悩に直 面 した患者 が、

必死 の努 力 を続 ける中、周 囲の人々 との情緒

的交流 を助 けに 「自 ら気づ くことがで きる」

状態 に徐 々に変化 して きていたか らこそ 、 こ

の ような立 ち上が る礎 となる気づ きを得 た と

考 え られ る。 つま り、悪性 リンパ腫 に伴 う苦

悩 に直面 し自分 ひ とりで は どうに もな らない

と思い知 った悪性 リンパ腫患者は、他者 の支

えによって 自分 は独 りで はない と認 識す る こ

とで、病気 以外 の世界 に 目が開かれ るの だ と

考 えられ る。片 岡16)は、周 囲の人 々の手段的 ・

情 動的支援 は患者 の生活の営み を支 えるだ け

でな く、患者が 自 らの存在価値 を認識 して、

孤立感 に とらわれた状態か ら生き るた めの活

力 を復 活 させ る源 泉 とな ると述 べてい る。悪

性 リンパ腫患者 にとって、周囲の人 々 との関

係 が立 ち上が る力の源 とな ると考 え られ る。

3.コ	 ン トロール を取 り戻 して意 味 を見 いだ

してい くプ ロセス

悪性 リンパ 腫 罹 患 に伴 う苦悩 を抱 え る患

者 は、周囲の人々 との関係 に支 え を得て深い

孤独 か ら脱却 し、立 ち上が る努 力 をす る中で

人 生の コン トロール を取 り戻 してい く。 この

コン トロールの取 り戻 しはすべ ての対象者 に

おいて、外来化 学療法移行 と日常生活 の取 り

戻 しと重なってお り、セル フケアな ど否応 な

く求め られた生活 の 自立が心理 的 自立へっな

が り、 コン トロール を取 り戻す にいたった と

考 えられ る。
一方で悪性 リンパ腫 患者 は

、悪性 リンパ腫

とともに生 きる自分の苦悩や努力 を分 かち合

えず社 会 との隔た りを感 じる体験 を していた。

外 来で化 学療法 を受 けなが ら生活す るがん患

者 は、がん とともに生きるこ との脅威や今 よ

り状態 が悪化す ることへ の懸念 、死 を意識す

る辛 さ、 自分 らしく生きるこ とへ の揺 らぎ と

いった困難25)や 、今 まで分 か りあえていた他

者 との関係 が変化す る社会的苦痛 を抱 えてい

る10)との報告 に一致す る。

しか し悪 性 リンパ腫 患者 は孤独 を感 じな

が らも、人生 の コン トロール を取 り戻 した こ

とに力 を得 て、「私」の深 ま りと生の充実や 、

感謝 、平穏 を獲得 してい く。 これ は、深い孤

独や死 と直面す る中で得 た 自分 は生か されて

い るとい う認識や必死 の努力か ら培 った生 き

る強 さが、意 味を見出 してい くこ とへ拡がっ

た と考 え られ る。対象者 は悪性 リンパ腫 にな

って成長 した 自己を振 り返 り、 自分の人生の

中で悪性 リンパ腫 になったことを肯定的 に受

け入れ 、 「仕事 を通 じ社会貢献 したい」 「自

身 の体験 をほかの患者 の役 に立てたい」 と社

会 的な 自己の存在価値 を拡張 させ 、「大切な今

を生 きたい」「がん と共存 したい」と思 うよ う

になっていた。悪性 リンパ腫患者 は、周囲の

人 々 との絆 を深 め人生 を見直すな どの体験を

通 して、病気 になった 自己と和解 し現実 を受 
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け入れ 、体験 を社会 に も広 く活用す るな ど自

己の存在価値や新 たな可能性 を見いだ してい

くと考 え られ る8)26)。

4.研 究の限界 と今後 の課題

本研 究は、対象者 が少 な く、悪性 リンパ腫

患者全 ての体験 を反 映 していない。また、悪

性 リンパ腫全 ての型 を含 み、病型、再発経験

の有無 を特 定 しなかった。悪性 リンパ腫 は再

発 の有無 だけではな く病 型 によって も治療や

予後 が異 な るこ とか ら、病型や進行段階 の相

違 に影響 を受 けていた と考 え られ る。そのた

め今後 は対象者 を増や し、病型や再発の有無

について特 定 した うえで検討す る研究 を行 う

ことが必要 である。 また、本研究 は患者会 に

入 会 してい る人 を対象 としたた め、 自ら同病

者 か らのサ ポー トを必要 とし、 ピアサ ポー ト

を積極 的に受け入 れ る意思の ある人で あった

と考え られ 、結果 にみ られた対象者 の前 向き

さや意 味の獲得 のプ ロセ スに影響 していた と

考 え られる。 そのた め今後 は患者会 に入会 し

ていない人 び とを含 めて研究 を行 うこ とが必

要であ る。

本研 究は面接 に よってデー タを収集 し、現

象 学的アプ ローチ によって分析 したが、研究

者 は看護 面接、現象学的 アプロー チに関 して

学びの途上 にあ る。面接 によるデー タ収集 は、

研 究者 の現 在の力量 によって得 られ るデー タ

が異な るとい う限界が ある。 また、現象学 と

は終わ りの ないプ ロセ スで完全 な還元 は不 可

能だ といわれてお り、今後 の学 びに よって異

な る現象学的解 釈が生 まれ る可能性 があ る。

今後の課 題 は、患者 が意 味を見出す ための

看 護ケア を検討 す るこ とである、

5.結	 論

悪性 リンパ腫 患者 は 、 「悪 性 リンパ腫罹 患

に伴 う苦悩 におびや か され 打ちのめ され まい

と懸命 な努 力 をす る中で、周 囲に支え られ な

が ら気づ きを得 る体験 を積 み重 ねてい くよ う

にな る。 この体験 を礎 に して、立 ち上が る努

力 を始 め、人生の コン トロール を取 り戻 して

い く。悪性 リンパ腫 に罹 患 した ことは消 えな

いた め、悪性 リンパ腫 をかかえて生 きるこ と

への不安は消 えず 、他 の人 とは違 って しま っ

て苦悩 を分 かち合 えない孤独 を感 じるが、人

生の コン トロール を取 り戻 した ことに力 を得

て、「私」の深 ま りと生 の充実や 、感謝 、平穏

を獲得す る」 とい う体験を していた。

謝辞:本 研究 に快 くご協力 くだ さいま した対

象者 の皆様 に深 くお礼 申 し上げます。
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EXPERIENCE OF LIVING WITH THE MALIGNANT LYMPHOMA FOR 

THE OUTPATIENTS 

WHO ARE UNDERGOING CHEMOTHERAPY 

Shizuko Motoda, Yuka Hayama, Fumiko Oishi 

Abstract 

PURPOSE: To describe the experience of patients with malignant lymphoma 

undergoing chemotherapy at home from their own viewpoint. METHOD: We had 

them talk freely about how they thought about experience to live with a 

malignant lymphoma. We analyzed their talk qualitatively. RESULTS: The 

malignant lymphoma patients had an experience as follows: Although they were 

under the threat of suffering from the disease, they would make every effort 

not to yield to the threat. By doing so, they were able to accumulate 

experiences supported by people around them to realize that they were not 

alone. With the experience they would begin to get on their feet and they 

could regain the control of life. Because the uneasiness to live holding a 

malignancy would not fade away, they still felt loneliness that they could not 

truly share the suffering with other people. However, by obtaining power from 

having regained the control of life, they acquired their spiritual growth and 

fulfilling life along with thankfulness and their peace of mind. 

Keywords: meaning to life, narrative, malignant lymphoma, outpatient chemotherapy 
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